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２
０
１
９
年
度
中
期
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
前
期
）
の
留

学
生
は
英
語
コ
ー
ス
に
22

人
、
ド
イ
ツ
語
コ
ー
ス
に
２

人

写
真
。
留
学
先
と
派
遣

期
間
、
氏
名
、
学
部
学
年
は

次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

〈
英
語
コ
ー
ス
〉

●
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
米

国
、
３
月
27
日
〜
９
月

２
日
）

▽
岡
部
龍
之
介
（
経
済

２
）
▽
朝
妻
茂
治
（
経

済
３
）
▽
白
井
美
帆

（
経
済
３
）
▽
佐
藤
彗

介
（
経
済
２
）
▽
森
山

大
可
（
経
営
３
）
▽
伊

藤
詩
菜
（
経
営
２
）
▽

有
吉
恵
菜
（
文
３
）
▽

吉
田
琴
海
（
文
３
）

●
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学

（
カ
ナ
ダ
、
４
月
20
日

〜
７
月
22
日
）

木
工
な
ど
の
伝
統
産
業
を
は

じ
め
と
し
、
基
幹
産
業
で
あ

る
自
動
車
関
連
産
業
、
成
長

分
野
と
し
て
期
待
さ
れ
る
航

空
宇
宙
産
業
な
ど
、
多
様
な

モ
ノ
づ
く
り
企
業
が
集
積
し

て
い
ま
す
。

　
特
に
、
航
空
宇
宙
産
業
の

魅
力
は
、
国
内
有
数
の
集
積

地
で
あ
る
各
務
原
市
の
岐
阜

か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博

物
館
（
愛
称
「
空そ

宙ら

博は
く

」）

で
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。
宇

宙
飛
行
士
の
山
崎
直
子
さ
ん

を
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
迎
え
、

大
戦
期
に
生
産
さ
れ
た
「
飛

燕
」
の
実
機
や
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
本
実
験
棟

「
き
ぼ
う
」
の
実
物
大
模
型

な
ど
が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
広
域
道
路
網
の
整

備
に
加
え
、
東
京
と
の
時
間

距
離
が
わ
ず
か
30
分
に
短
縮

さ
れ
る
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
開
業
な
ど
を
控
え
、
企
業

立
地
や
本
社
機
能
移
転
、
そ

し
て
観
光
産
業
の
活
性
化
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
関
ケ
原
の
戦
い

か
ら
４
２
０
年
の
節
目
の
年

で
あ
る
２
０
２
０
年
に
は
、

関
ケ
原
古
戦
場
に
新
た
な
観

光
拠
点
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
同
年
に
は
、
本
県
ゆ
か

り
の
戦
国
武
将
、
明
智
光
秀

が
主
人
公
の
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
も
放
送
さ

れ
、
ま
す
ま
す
多
く
の
皆
様

に
本
県
の
魅
力
を
体
感
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　
な
お
、
岐
阜
県
で
の
就
職

を
希
望
さ
れ
る
方
々
に
は
、

東
京
（
有
楽
町
）
で
毎
週
、

出
張
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
夏
休
み
前
（
５

月
28
日
）
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
情
報
を
ご
紹
介
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
名
古
屋
駅
前
で
開

催
す
る
ほ
か
、
県
内
企
業
を

見
学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
や
大

規
模
プ
レ
就
活
イ
ベ
ン
ト

「
オ
ー
ル
岐
阜
・
企
業
フ
ェ

ス
」
な
ど
も
企
画
中
で
す
。

　「
平
成
」
に
次
ぐ
、
新
し

い
時
代
の
幕
開
け
に
あ
た

り
、
専
修
大
学
の
学
生
の
皆

様
が
、
こ
の
「
清
流
の
国
ぎ

ふ
」
で
、
若
い
力
と
豊
か
な

創
造
力
を
十
分
に
発
揮
し
て

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
日
本
列
島
の
ほ
ぼ
真
ん
中

に
位
置
す
る
岐
阜
県
は
、
北

部
の
飛
驒
地
域
に
は
、
御
嶽

山
、
乗
鞍
岳
、
奥
穂
高
岳
な

ど
標
高
３
０
０
０
㍍
超
の

山
々
が
連
な
り
、
南
部
の
美

濃
地
域
に
は
、
濃
尾
平
野
に

木
曽
三
川
（
木
曽
・
長
良
・

揖
斐
川
）
が
流
れ
る
、
山
紫

水
明
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
地

で
す
。
こ
れ
ら
豊
か
な
森

林
、
そ
し
て
清
流
の
恵
み
を

受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が

育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
刃
物
・
陶
磁
器
・
繊
維
・

「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
で
の
ご
活
躍
を
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す

【ギフの就職応援サイト「＃ぎふジョブ」】http://www.jinzai-gifu.jp/

【相談窓口】岐阜県総合人材チャレンジセンター（ジンチャレ！）☎058・278・1149

岐阜県知事

　英語の“I have a brother.”を訳

す際に、兄がいるのか弟がいるのかが

はっきりしなくて、もどかしく思った

ことはないだろうか。このもどかしさ

の背後には英語圏と日本の文化の違い

があると考え

られる。年齢

という属性が重視される日本では、兄・

弟が語で区別されるのに対し、英語圏

では年齢の上下がそれほど重要視され

ないため、わざわざ別々の語
ご

彙
い

が与え

られていないのだろう。

　ほかにも、日本語は「稲」「米」「ご

飯」といった区別をするが、英語では

riceの一語で済むといった違いがあ

る。これは農耕文化の日本と狩猟文化

の英語圏との食の違いによるのだろ

う。事実、英語は「米」に関しては細

かい区別をしないが、「牛」に関して

は、cow（雌牛）、bull（去勢していな

い雄牛）、ox（去勢した雄牛）、cattle

（畜牛）、calf（仔牛）など、豊かな

語彙をもつ。ちなみに、牛肉全般を表

す「ビーフ」の語源である英語のbeef

はveal（仔牛肉）と明確に区別される。

　食に関してもう一つ。英語のcookは

「料理する」と

訳されること

が多いが、cookは火・熱を使用する調

理に限られるのに対し、「料理する」

は必ずしも加熱調理に限られない。考

えてみれば、和食は新鮮な食材そのも

のの味を生かした調理法が特徴的で、

加熱を一切行わないものも多い。ユネ

スコ無形文化遺産にも登録されている

和食。それが日本文化の重要な一部で

あることを外国語から再認識させられ

る。

※短縮版。全文はＣＡＬＬ教室ホーム

ページで

ー 73 ー

八島　純　法学部准教授

ことばから文化を感じる

英語

和食の代表・刺し身
（出典：Wikimedia Commons）

訃　
　

報

宮
下
誠
一
郎
氏
（
み
や
し
た

・
せ
い
い
ち
ろ
う
）
名
誉
教

授
・
元
経
済
学
部
教
授

　
３
月
28
日
、
86
歳
で
死

去
。
１
９
６
５
年
か
ら
２
０

０
３
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

ロ
シ
ア
経
済
。

ょ
う
。
ま
ず
は
４
月
の
ナ
ビ

サ
イ
ト
活
用
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
へ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

疑
問
を
解
決
す
る
ヒ
ン
ト
を

提
供
し
ま
す
。
並
行
し
て
Ｓ

Ｐ
Ｉ
試
験
の
対
策
も
進
め
ま

し
ょ
う
。
５
日
間
完
結
の
対

策
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
講
師
か
ら
直
接

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
ら
れ
る

貴
重
な
機
会
で
す
。

就
職
課
か
ら

〈
４
年
次
生
へ
〉
経
団
連

の
採
用
選
考
に
関
す
る
指
針

に
よ
れ
ば
、
選
考
活
動
は
６

月
１
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
多
く
の
企
業
が
４

月
か
ら
面
接
を
開
始
し
て
い

る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り

ま
す
。
就
職
課
で
は
模
擬
面

接
も
行
い
ま
す
。

　
４
月
も
学
内
企
業
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、

ポ
ー
タ
ル
や
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
、

専
修
大
学
就
活
ア
プ
リ
な
ど

で
通
知
し
ま
す
の
で
、
情
報

を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
Ｉ
Ｔ
、
物
流
な
ど
、

多
種
多
様
な
求
人
に
出
会
え

ま
す
。
話
を
聞
け
ば
興
味
を

持
て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

希
望
す
る
企
業
へ
の
就
職
を

か
な
え
て
く
だ
さ
い
。

〈
３
年
次
生
へ
〉
前
期
か

ら
就
職
活
動
を
意
識
し
ま
し

▽
花
村
眞
子
（
経
済
３
）
▽

椎
野
夏
輝
（
経
営
２
）
▽
廣

川
愛
里
（
経
営
２
）
▽
長
谷

川
賢
（
商
３
）
▽
松
隈
杏
梨

（
文
２
）
▽
半
田
瑠
華
（
文

３
）
▽
松
前
谷
風
花
（
文

３
）
▽
岩
下
ひ
か
り
（
文

３
）
▽
高
橋
佳
士
朗
（
文

２
）
▽
三
瓶
美
鷹
（
人
間
科

学
３
）

●
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
４
月
５
日

〜
８
月
19
日
）

▽
海
野
華
穂
（
経
営
３
）
▽

藤
森
優
作
（
文
２
）

●
ワ
イ
カ
ト
大
学
（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
５
月
３
日
〜

８
月
11
日
）

▽
マ
ラ
カ
ル
治
大
（
経
営

３
）
▽
小
向
来
実
（
文
３
）

〈
ド
イ
ツ
語
コ
ー
ス
〉

●
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
（
ド

イ
ツ
、
４
月
30
日
〜
９
月
２

日
）

▽
毛
塚
優
輔
（
経
済
３
）
▽

南
端
大
地
（
法
３
）

前
期
中
期
留
学
24
人

　
３
月
27
日
、
専
修
大
学
か

ら
伊
吹
浩
一
氏
（
専
修
大
学

文
学
部
非
常
勤
講
師
）

写

真

に
博

士（
哲
学
）

の
学
位
が

授
与
さ
れ

た
。
学
位
請
求
論
文
名
は

「
は
じ
ま
り
の
哲
学
　
ア
ル

チ
ュ
セ
ー
ル
と
ラ
カ
ン
」。

伊
吹
氏
に
学
位
授
与

　
専
修
大
学
名
誉
教
授
称
号

記
授
与
式
が
４
月
５
日
、
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、

佐
々
木
重
人
学
長
か
ら
８
氏

に
名
誉
教
授
称
号
記
が
授
与

さ
れ
た
。

原
田
博
夫
元
経
済
学
部
教
授

宮
本
光
晴
元
経
済
学
部
教
授

庄
菊
博
元
法
学
部
教
授

田
口
文
夫
元
法
学
部
教
授

田
口
冬
樹
元
経
営
学
部
教
授

広
田
康
生
元
人
間
科
学
部
教

授村
松
励
元
人
間
科
学
部
教
授

山
上
精
次
元
人
間
科
学
部
教

授

８氏に名誉教授称号記

　
１
９
６
０
年
代
に
専
修
大

学
で
使
用
さ
れ
た
国
産
中
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
Ａ
Ｃ-

５
０
９
０
」
が
情

報
処
理
技
術
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
。
同
機
は
国
産
機
で
は

初
の
コ
ア
メ
モ
リ
を
採
用
し

た
中
型
高
性
能
機
。
１
９
６

２
年
開
設
の
経
営
学
部
の
授

業
を
中
心
に
、
公
認
サ
ー
ク

ル
・
電
子
計
算
機
研
究
会
の

活
動
な
ど
で
使
わ
れ
た
。
71

年
に
役
目
を
終
え
た
後
は
長

年
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た

が
、
情
報
教
育
の
歴
史
を
伝

え
る
た
め
、
２
０
０
１
年
か

ら
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
科

学
セ
ン
タ
ー
受
付
前
に
展
示

し
て
い
る
。
製
造
元
の
沖
電

気
工
業
に
も
本
体
は
残
っ
て

お
ら
ず
、
現
存
は
こ
の
一
台

と
み
ら
れ
る
。

　
情
報
処
理
技
術

遺
産
は
、
国
内
の
情
報
処
理

技
術
の
発
展
の
歴
史
を
示
す

事
物
・
資
料
の
う
ち
、
重
要

な
研
究
開
発
成
果
が
あ
り
、

社
会
生
活
な
ど
に
顕
著
な
影

響
を
与
え
た
製
品
な
ど
を
認

定
す
る
制
度
。
毎
年
、
情
報

処
理
学
会
が
認
定
す
る
。

　
３
月
15
日
、
福
岡
市
で
開

催
さ
れ
た
情
報
処
理
学
会

第
81
回
全
国
大
会
で
授
与
式

が
あ
り
、
松
永
賢
次
情
報
科

情報処理技術遺産に認定

１
９
６
０
年
代

専

大

で

使

用

国
産
中
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ-

５
０
９
０
」

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
受
付
前

に
展
示
し
て
い
る
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ-

５
０
９
０
」

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ-

５
０
９
０
　
沖
電
気
工
業
製

造
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｃ-

５
０
９
０
シ
リ
ー
ズ
は
１
９

６
１
年
に
Ａ
型
が
完
成
、
63
年
ま
で
に
６
機
種
が
開

発
さ
れ
、
最
先
端
の
研
究
開
発
を
行
う
大
学
や
メ
ー

カ
ー
に
導
入
さ
れ
た
。
本
学
の
は
Ｃ
型
で
、
主
記
憶

４
０
９
６
語
。
入
出
力
装
置
と
し
て
電
動
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
、
光
電
式
紙
テ
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
、
高
速
ラ
イ

ン
プ
リ
ン
タ
ー
、磁
気
テ
ー
プ
装
置
な
ど
を
備
え
る
。

学
セ
ン
タ
ー
長
（
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
情
報
学
部
教
授
）
に
認

定
証
が
贈
ら
れ
た
。
松
永
セ

ン
タ
ー
長
は
「
専
修
大
学
が

文
系
の
学
生
へ
の
情
報
教
育

を
先
駆
け
て
行
っ
て
い
た
こ

と
を
示
す
貴
重
な
遺
産
で
あ

り
、
本
認
定
を
き
っ
か
け
と

し
て
今
後
も
、
人
工
知
能
な

ど
の
新
た
な
情
報
教
育
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

認
定
証
を
受
け
取
る
松
永
セ
ン
タ
ー
長（
右
）


